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◆顔写真、選挙運動写真は、都合により掲載していません◆

来年度の幹事会メンバーを決定!!赤中生徒会

ＮＯ.１４平成２７年度

赤穂市立赤穂中学校 平成28年２月１日発行

「学校だより」 文責 校長（平井 正彦）

1月29日（金）立会演説会・投票
赤穂中学校生徒会は、３年生の

取組の成果を引き継ぎ、さらに発

展させるため、平成28年度の新し

い生徒会幹事会のメンバーを選出

しました。

生徒会選挙管理委員会により全

校生徒に「選挙」実施の告示があり、２年生の

各学級から計１１名が立候補し、各学級ごとに

組織された運動員とともに、1/25から５日間の

選挙戦を繰り広げました。

1/29に、演説会と投開票が行われ、選挙管理

委員による厳正な集計の結果、右のとおり新し

い生徒会幹事５名が決定しました。

（学級 【演説順】立候補者名 ）

（ ） （ ）① 2-2 ⑦ 2-3内山 らら 段 光起

（ ） （ ）② 2-1 ⑧ 2-4道端 ゆん 清水 宝

（ ） （ ）③ 2-4 ⑨ 2-4岡本 和樹 中田 秀汰

（ ） （ ）④ 2-2 ⑩ 2-2瀨尾 萌華 木内 太智

（ ） （ ）⑤ 2-2 ⑪ 2-1本莊 遼 西口 大智

⑥ （2-3）岡田 春菜

■２年生は、昨年12月から学年

全体で、生徒会やリーダーの役

割と適性、リーダーの選び方な

どについて、学習を進めてきま

した。

◆生徒会長

(2-3)段 光起
当選おめでとう！

初心を忘れず、今の

喜びを、応援してくれ＜顔写真＞

た人と、これから共にNO DATA

歩むすべての仲間と共

有し、感謝しよう。

◆副会長 ◆副会長

(2-1) (2-4)西口 大智 清水 宝

NO DATA NO DATA

◆書記 ◆書記

(2-2) (2-3)本莊 遼 岡田 春菜

NO DATA NO DATA

11名の立候補者のみな

さん、ご苦労様でした。自分の応援チ

ームがいますが、一番前に出て声を出

し、自分をＰＲするのは、やはり自分

です。また、だれもが初めての活動で

あり、緊張と不安で落ち着かない日々

が続いたことでしょう。

さて、演説の内容は簡潔で分かりやすく、平

易で力強いことばを使った具体的な演説でし

た。大変聞きやすく、態度も姿勢も声も見事で

した。応援演説者についても同様です。

さらに、自分を印象づけるために、ギャグを

言ったり、ウケをねらった動作をすることもな

く、良き緊張感のある、きりっと引き締まった

演説会でした。感心しました。

２年生が、これまで取り組んできた『３年生

への道』の最初の大きな壁を乗り越え、成長し

ていることを実感し、とても感動しています。

力及ばず当選できなかった候補者も、めざす

ものは当選者と同じです。共に汗して闘った仲

間として、これからも力を発揮してくれること

を期待しています。



＜朝の選挙運動の写真＞

NO DATA NO DATA

NO DATA

朝の坂道にて・・
NO DATA NO DATA

NO DATA

■11名の全員が、よりよい赤穂中学校をつくろうと毎朝、登校

。 、する生徒に呼びかけてきました 彼らのめざすものと意欲は

みんな同じです。よくがんばりました。

運動場の「つめあと」
1月18日（月）は、授業参観と防

災講演会を開催しました。避難訓

練も予定していましたが、水を吸

って柔らかい運動場を走って避難

すると、生徒の体育館シューズは

泥だらけで、運動場も足跡だらけ

になりますので延期しました。

特に運動場は、思いっ切り走り回ってもケガ

のないように、部活動の生徒たちが整地してい

、 、ますので 行事などで運動場に駐車するときは

整地している場所を避けて車の移動や駐車をお

願いし、白線やテープで誘導しています。

ところが、防災講演会が終わり、運動場を見

ると、整地している場所に大きな「つめあと」

が・・、４台分も・・。

お急ぎだったのか、整地している場所が広く

通りやすいと思われたのか、無残にもタイヤが

ころがった深い溝が、くっきりと・・・。

翌朝は地面が凍って堅いため、整地は無理で

した。部活動の前に、生徒たちは「つめあと」

をなくす作業をしてから、部活動が始まりまし

た。

行事や会合での駐車については、ご不便をお

かけしていますが、今後、ご留意いただきます

ようお願いいたします。

「ことば」モードの切り替え
３年生は、高校入試で行われる「面接試験」

対策のために、面接試験の受け方、答え方、言

葉の使い方、ドアのノックの仕方から、礼の仕

方、座り方など、細かいところまで練習をして

います。

□志望理由 □自分の長所 □将来の進路

□中学校生活の思い出 □中学校の特色

□部活動について □関心のあるニュース

□最近読んだ本の感想・・など、質問は多彩

ですが、それより、話す相手や場面によって、

使う「ことば」を切り替える習慣がついていな

。いことが気になります

、先生や目上の人には

「おかあさん」ではな

く 母 と言います 先「 」 。「

生が来た 」ではなく、。

「先生がいらっしゃい

ました 」 授業中は、。

「～です 「～ます 」 さらに、卒業式や入。」 。

学式などの儀式では、儀式用の言葉遣いになり

ます。

生徒は、先生、友だち、先輩、後輩、親のだ

れと話しても、全て「友だち」モードの言葉遣

いで、だれとしゃべっているのか分からないと

きがよくあります。

学校も「ことば」モード訓練が必要になって

います。

■先生の着任■ よろしく

先生 お願いします。福 井 有 紀
教科（英語 、所属（１年））

期間 1/25～3/24


